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７．生物多様性・自然に関する「持続可能な地域づくり」 

① 地域の自然の再発見からはじまる自然と共生する地域づくり 

 

あなたの地域の自然の状況について考えてみましょう。 

普段何気なく見ている森や林、川や池、生き物などは、大切な地域の財産です。 

ここでは、身近な地域の自然を見直すことから始まり、地域の特徴を活かした産業の振興を目

指す自然と共生した地域づくりについて考えてみましょう。 

 

地域にはどんな自然があるのだろうか？

住民参加による自然保護を進めましょう
・グランドワークなどによって住民参加をすすめた自然保護を進めま　

しょう
（参考事例：ヌップク川）
自然再生を図りましょう

・失われた自然を再生するハード整備を行うことが考えられます
（大阪府守口市）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

地域の自然環境を見直して、住民参加による自然再生を図ることが考
えられます
地域の自然の大切さを地域で認め、開発しない地域に指定するなどの
仕組みを作ることが考えられます

自然環境を保護する計画を策定してみましょう
・環境基本計画策定に当たって自然環境への配慮を考えてみましょう
・里山、農村の生活、農業、林業の関わりを考えてみましょう
・地域の自然の変遷をたどりましょう
（古老への聞き取り、写真収集、資料調査）

自然観察会を開催しましょう
・地域の自然に詳しい人、専門家、学校、NGO、行政などが協力して自然
　体験プログラム、ワークショップなどを開きましょう

地域の自然の状況を詳しく調べてみましょう
・森・林（里山、奥山）、水（川、沼、ため池、わき水、棚田、農業用

水路）、植物（木、草、苔、茸）、生き物（陸上の生物、水中の生
物）、風景などの自然を探してみましょう

きっかけ

調べる

さらに

はじめの
一歩

考える

取り組む
（例）

つぎの
一歩

深める

拡げる

支える
地域の自然に詳しい人材を登録したり、特別な人材として表彰するこ
とが考えられます（参考事例：三重県）
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自然を再発見することにより
「持続可能な地域づくり」へ

さ
ら
に

つ
ぎ
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

住民参加の自然保護・再生

調べる
地域の自然状況

考える

取り組む 自然観察会の開催

自然環境保護の計画

自然に詳しい人材の指定・データ整理

 
■参考事例 

○兵庫県神戸市（事例集⑳） 

持続的農業・農村地域を目指し、独自の条例により農業生産地域と住宅地域を区分するなど

の活動を進めています。 
 

○滋賀県守山市（事例集 ） 

かつて生息していたゲンジボタルを再生するために、住民・行政が協力して取り組む事例。

市は、ほたる条例を制定しています。 
 

○屋久島（鹿児島県）（事例集 ） 

世界遺産に登録されるなど地域の自然の貴重さが認められ、エコツアーを中心とした自然と

産業の共生に取り組む事例です。 
  

○白神山地（青森県、秋田県）（事例集 ） 

世界遺産にも登録され、世界有数のブナ林を保護するため各種取組を行い、管理計画の策定

やフォーラムの開催などの活動を推進しています。 
 

○三重県（http://www.mate.pref.mie.jp/meister/katudou.htm） 
三重県では地域興しマイスターとして各分野の専門家を委嘱するとともに、地域興しを積極

的に進めている市町村等へ派遣し、皆様からの様々な相談に対し助言等を行っています。 

23

21 

22 
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７．生物多様性・自然に関する「持続可能な地域づくり」 

② 自然の特徴を活かした地域づくり 

 

あなたの地域には、自然環境がありますか。 

地域の人々は気づかなくても、他に誇れる自然環境を持っていることは多くあります。ここで

は、まず自分達の地域の特徴をもう一度考え、その自然環境を守りながらその特徴にこだわり、

最大限に活用していく地域づくりについて考えてみましょう。 

 

地域の特徴を考えましょう
・水がきれい
・星空がきれい
・棚田の風景がきれい

条例による保護や保全体制の整備、独自の制度を考えましょう
 ・水、夜空、棚田保全のための条例制定、住民や企業が参加する協議会の

設置　　　など　（参考事例：岡山県美星町）

地域資源へのこだわりを深める
・星空・水・棚田の風景へのこだわり、特産品開発やイベント開催を
進めることが考えられます
テーマを拡げてみましょう

・地域資源へのこだわりから地域の自然環境への活動へ、テーマを拡
げてみましょう

地域資源へのこだわりを地域の特徴としてまちづくりの中心に据え
ることが考えられます

地域の特徴を内外へ宣言してみましょう
・地域の特徴を条例や宣言という形で内外の関係者へ宣言しましょう
（参考事例：鹿児島県加世田市）

地域の特徴を維持・保護しましょう
・水が特徴のまちなら、水源を保護しましょう
・きれいな星空が特徴なら大気汚染を防止し公害へも配慮しましょう

きっかけ

調べる

さらに

はじめの
一歩 考える

取り組む
（例）

つぎの
一歩

深める

拡げる

支える

地域の特徴を調べてみましょう
・年長者や郷土研究家など地域の特徴をよく知っている人物に話を聞
　いてみましょう
・多くの住民に地域の自慢が何か尋ねましょう

外部の評価を利用しましょう
・研究者やコンサルタントなどの外部の評価を参考にしましょう

 
 



 

73 
 

地域資源へのこだわりから
「持続可能な地域づくり」へ

さ
ら
に

つ
ぎ
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

こだわりを深めてみる

調べる
地域の特徴を調べる

考える

取り組む 地域資源を保護

内外へ宣言

自然保護へテーマの拡大

 
■参考事例 

○鹿児島県加世田市（事例集⑥） 

「サイクルシティかせだ」を宣言し、サイクリンピックの開催や公園への自転車・歩行道の

整備など市民に自転車を浸透させる活動を積極的に行っています。 
 
○岡山県美星町（事例集⑦） 

「美しい星空を守る美星町公害防止条例」により美しい星空を守りながら、それを地域の特

徴として地域振興に活かしています。 
   
   ○山梨県小菅村：多摩川源流研究所（http://www.tamagawagenryu.net/） 

多摩川の源流部に着目し、源流を活かし源流にこだわったまちづくりを進めるため、専門家

の協力のもと、多摩川源流研究所を設立しています。  
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７．生物多様性・自然に関する「持続可能な地域づくり」 

③ 自然を再生・回復する地域づくり 

あなたの地域では、干潟や森などの貴重な自然が失われたり、自然と触れ合う場が減少してい

たりしていませんか。地域の身近な自然環境は、生態系を保全するだけではなく、そこに住む人

々の生活に潤いを与えてくれる貴重なものです。 

ここでは、地域にどんな自然があったのかを把握することからはじめて、いろいろな主体、周

りの地域とともに自然環境を再生・回復していく地域づくりについて考えてみましょう。 

貴重な自然（干潟や森）などがなくなった
開発が進み自然が地域にない
川が汚く、川で遊べなくなった

自然再生条例を制定しましょう
 ・ 失われた自然を再生するため条例を制定しましょう
　　（参考事例：埼玉県志木市）

生態系へ配慮しましょう
・雑木林を連続させたり、街路樹や生け垣などを用いて連続性を考え
生態系への配慮をしましょう
河川や海岸の自然度を高めましょう

・河川や海岸の生き物を増やし、自然に近い姿に高める
テーマを拡げてみましょう

・自然環境への配慮とともに、温暖化対策などテーマを拡げてみま　
しょう

失われた自然を再生し、緑豊かな地域を取り戻すことが考えられま
す

自然再生条例制定を考えましょう
（参考事例：埼玉県志木市）

自然の再生に取り組みましょう
・公共の遊休地の利用を考えましょう
・既存の施設の敷地にみどりを増やしましょう
・国の事業に登録するなどして、河川や海岸のエコアップを図りま　

しょう

きっかけ

調べる

さらに

はじめの
一歩 考える

取り組む
（例）

つぎの
一歩

深める

拡げる

支える

再生すべき植生を把握しましょう
・過去の記録やお年寄りの話を聞いて、むかし、緑豊かな頃、地域に
はどんな木が生えていたか調べましょう
川や海のエコアップの方法を調べましょう

・国の支援制度や工事方法などを調べましょう
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自然再生を図ることにより
「持続可能な地域づくり」へ

さ
ら
に

つ
ぎ
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

生態系へ配慮

調べる 再生すべき自然とその方法

考える

取り組む 自然の再生

自然再生条例

温暖化対策などへテーマの拡大

 
■参考事例 

○埼玉県志木市（事例集⑱） 
埼玉県志木市では、公共事業を中心としてこれから失う緑に見合った、緑を再生する自然再

生条例を制定しています。 
 
○ヌップク川（北海道帯広市）（事例集⑲） 

川の清掃活動をきっかけに、きれいな地域を維持していくための活動が複合化して行われて
います。 

 
○長野県飯田市 

地域の農家を活用し、年間２万人を越える農業へのワーキングホリデーや小中学校の体験学
習の場を提供。都会からの来訪者による好意的な評価に地域の女性や高齢者のネットワークづ
くりが促進され、地域の活性化につながります。 

 
○横浜市（http://www.city.yokohama.jp/me/green/ryokusei/ryokusei_hp_top.html） 

市域全体で 450ha に及ぶ市民の森を指定し、市民の憩いの場に提供。原則的に管理は地権者
からなる各市民の森愛護会であるが、市は森を利用して森づくりボランティアの養成講座な
どを定期的に開催し、緑地維持の拠点としています。 

 
○霞ヶ浦アサザプロジェクト（http://www.mlit.go.jp/river/rfc/opinion/data6_22.html） 

霞ヶ浦の自然環境は、利水治水を目的とした護岸工事と淡水化、及び開発や汚水の流入によ
って損なわれてきました。アサザを植裁することで霞ヶ浦の汚染を浄化するプロジェクトで
す。アサザの里親や植栽事業、さらに実験的に設置した粗朶沈床など連絡会議の提案で始ま
った取り組みが成果を上げ、プロジェクトに参加している自営業者によって「霞ヶ浦粗朶組
合」が設立されることとなりました。このように、流域の森林保全、湖岸の自然回復など流
域の環境産業育成までも取り込んだ活動展開となっています。さらに、プロジェクトを中心
に、多くの市民参加による総合的な流域活動となっています。 


